
大
臣
、
国
税
庁
等
各
政
府
関
係
機
関

に
被
災
地
域
の
商
工
業
者
へ
の
迅
速

な
再
生
支
援
を
求
め
る
と
と
も
に
、

震
災
に
係
る
商
工
会
関
係
の
義
援
金

の
税
務
上
特
例
措
置
の
要
望
を
行
っ

て
き
た
。

　
こ
の
一
連
の
要
望
活
動
に
対
し

て
、
六
月
二
十
四
日
財
務
省
告
示
に

よ
り
全
国
連
が
募
集
す
る
義
援
金
に

関
し
て
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月

十
七
日
～
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
、
日
本
赤
十
字
社
と
同
様
、
所
得

税
法
上
の
「
特
定
寄
付
金
」
及
び
法

人
税
法
上
の
「
指
定
寄
付
金
」
の
指

定
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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全
国
連
が
募
っ
て
き
た
東
日
本

大
震
災
に
係
る
義
援
金
の
総
額
が

七
月
二
十
一
日
現
在
で
商
工
会

他
、
青
年
部
・
女
性
部
合
わ
せ
て
約

八
億
七
千
万
円
に
達
し
た
。
第
一
次

と
し
て
四
月
に
約
四
億
円
が
配
分
さ

れ
て
い
る
が
、
七
月
に
第
二
次
と
し

て
約
三
億
円
が
配
分
さ
れ
、
配
分
総

額
は
約
七
億
円
と
な
っ
た
。
な
お
、

青
年
部
・
女
性
部
の
二
次
は
、
近
々

配
分
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
そ
の

他
、
被
災
地
商
工
会
へ
一
千
万
円
程

度
の
パ
ソ
コ
ン
等
が
贈
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
石
澤
義
文
全
国
連
会
長
は
、

震
災
後
よ
り
経
済
産
業
大
臣
、
財
務

東
日
本
大
震
災
に
係
る
義
援
金

が
総
額
約
八
億
七
千
万
円
！

商
工
会
関
係
の
義
援
金
に
対
し

税
務
上
特
例
措
置
決
定

２　商工労働部次長挨拶、女性部主張発表大会

３　青年部ブロック別主張発表大会、景況情報等

４　経営のお得な話、女性部ボウリング大会、女性部全国大

会物産展出展者募集について

５　地域資源活用事例　他

６　月刊「商工会」より

７　地域資源活用・農商工連携事業について　他

８　とやまの食マッチング懇談会、９月の各地のイベント

職員募集富山県商工会連合会職員募集
平成24年4月1日　若干名

富山県内商工会又は商工会連合会

大学・大学院を卒業若しくは卒業見
込みの方で、平成24年４月１日現在
で満40歳以下

８月10日（水）まで（消印有効）

● 第１次試験　９月３日（土）
● 第２次試験　10月１日（土）
　＜第１次試験合格者＞

申込書に必要書類を添えて、富山県
商工会人事管理委員会事務局（商
工会連合会内）へ郵送。

詳しくは、下記の富山県商工会連合会ＨＰをご参照下さい。
http://www.shokoren-toyama.or.jp/

採用時期
及び人員

勤務場所

応募資格

受付期間

試 験 日

受験手続

東日本大震災に係る義援金
平成23年 7月 21日現在：（千円）

商工会他 青年部・
女性部 合　計

全　国 792,816 80,175 872,991

内：富山県 18,917 2,792 21,709

構成比 2.4% 3.5% 2.5%

被災地（県連単位）への義援金配分額（千円）

商工会他 青年部・
女性部 合　計

岩手県 180,000 8,000 188,000

宮城県 180,000 8,000 188,000

福島県 180,000 8,000 188,000

茨城県 70,000 4,000 74,000

千葉県 14,000 800 14,800

青森県 12,000 800 12,800

栃木県 10,000 10,000

新潟県 10,000 10,000

長野県 10,000 10,000

合　計 666,000 29,600 695,600

（1・2次配分）（1次配分）

●個人の方が支払った場合
義援金の税務上の取り扱い

●法人の方が支払った場合

その年中において支払った「特定寄付金」の合計額－
２千円＝寄付金控除額
（注）所得金額の 40％相当額が限度（商工会への義援金のように
震災関連寄付金に該当するものは80％相当額が限度）となります。

法人が「指定寄付金」を支払った場合は、支払った金額の全額を
損金の額に算入することができます。今後申告される法人の
方は「指定寄付金」として申告して下さい。

詳しくは最寄りの商工会におたずねください。
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七
月
に
赴
任
し
、
ま
だ
一
か
月
余
り
で
す

が
、
富
山
県
は
、
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
立
山

連
峰
か
ら
水
深
一
千
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
富

山
湾
ま
で
の
雄
大
な
地
形
、
自
然
を
有
す
る

一
方
、
産
業
面
で
は
医
薬
品
、
自
動
車
関
連
、

Ｉ
Ｔ
関
連
な
ど
優
れ
た
技
術
力
を
も
つ
企
業

が
数
多
く
立
地
す
る
日
本
有
数
の
も
の
づ
く

り
の
県
で
あ
り
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
全

線
開
通
、
北
京
便
の
就
航
、
さ
ら
に
は
三
年

後
の
北
陸
新
幹
線
の
開
業
な
ど
、
高
速
交
通

体
系
の
整
備
が
着
実
に
進
み
、
今
後
さ
ら
な

る
発
展
の
可
能
性
を
秘
め
た
県
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
「
元
気
と
や
ま
」を
創
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
・
安
定
が
な

に
よ
り
重
要
で
あ
る
と
肝
に
銘
じ
、
富
山
県

の
発
展
の
た
め
全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
す
。

日
頃
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
商
工
会
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

理
事
・
商
工
労
働
部
次
長
に

就
任
し
て
の
抱
負

佐さ

の野 
究き

ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

富
山
県
理
事
・
商
工
労
働
部
次
長

　

主
張
発
表
県
大
会
は
、
県
内
四
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
表
四
名
が
、
日
頃
の
女
性
部
活
動

等
に
つ
い
て
、
十
分
間
で
発
表
を
行
う
大

会
。
最
優
秀
賞
に
は
、吉
川
久
美
子
さ
ん（
立

山
舟
橋
）
が
選
ば
れ
た
。

　

吉
川
さ
ん
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
元

気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
で
取

り
組
ん
だ｢

小
さ
な
村
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
開

発
事
業｣

の
経
緯
を
発
表
。
地
元
食
材
を

活
用
し
た
ク
ッ
キ
ー
を
開
発
し
販
売
し
て

み
た
が
、
思
う
よ
う
に
売
れ
な
い
こ
と
を

体
験
し
、
熱
意
に
対
し
行
政
が
販
売
機
会

を
支
援
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、「
今
後
の

ク
ッ
キ
ー
の
方
向
性
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
発
表
し
た
。
吉
川
さ
ん
は
九
月

に
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
る
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

　

主
張
発
表
県
大
会
の
結
果
は
以
下
の
と

お
り
。

▽
最
優
秀
賞
（
県
知
事
表
彰
）

　

＝
吉
川
久
美
子
【
立
山
舟
橋
】

▽
優
秀
賞

　
（
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
）

　

＝
宮
村　

純
子
【
高
岡
市
】

▽
優
良
賞

　
（
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表
彰
）

　

＝
内
河　

敦
子
【
南
砺
市
】

　

＝
角
内　

智
子
【
富
山
市
南
】

　
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
夏
野
麗

子
会
長
）
は
六
月
二
十
七
日
、
中
小
企

業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
女
性
部

主
張
発
表
県
大
会
」
を
開
催
し
た
。

最
優
秀
賞
に
吉
川
さ
ん（
立
山
舟
橋
）選
ば
れ
る

～
女
性
部
主
張
発
表
県
大
会
～

女性部活動について発表する吉川さん（立山舟橋）
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景
況
情
報
　
四
～
六
月
期

　

県
連
合
会
が
ま
と
め
た
四
月

～
六
月
期
の
景
気
動
向
調
査
に

よ
る
と
、
本
県
商
工
会
地
区
の

中
小
企
業
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ

（「
好
転
」
｜
「
悪
化
」
企
業
割

合
の
差
）
は
、
前
回
調
査
（
一

月
～
三
月
）
に
比
べ
七・
三
ポ

イ
ン
ト
悪
化
の
△
三
十
九・
〇

と
な
っ
た
。
業
種
別
で
は
製
造

業
が
二
十
三・
四
ポ
イ
ン
ト
悪

化
し
△
二
十
三・
四
、
建
設
業

が
三
十
四・
七
ポ
イ
ン
ト
好
転

し
〇・
一
、
小
売
業
が
五・
五
ポ

イ
ン
ト
悪
化
し
△
六
十
八・
四
、

サ
ー
ビ
ス
業
が
十
一・
八
ポ
イ

ン
ト
悪
化
の
△
四
十・
七
で

あ
っ
た
。

　

来
期
は
当
期
と
比
較
し
全
体

で
〇・
八
ポ
イ
ン
ト
好
転
の
△

三
十
八・
二
を
予
想
し
て
い
る
。

製
造
業
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
は
好
転
を
、
建
設
業
は
悪
化

を
予
想
し
て
い
る
。

中
小
企
業
の
景
況
は

前
期
比
、
建
設
業
で

大
き
く
好
転
す
る
も
、

製
造
業
、
小
売
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
は
悪
化

「シルバー人材の活用」を要請

「
青
年
部
ブ
ロ
ッ
ク

別
主
張
発
表
大
会
」

　
　
　
　
を
開
催

県
大
会
へ
の
代
表
者
決
定
！

　

県
内
の
商
工
会
青
年
部
の
ブ

ロ
ッ
ク
別
主
張
発
表
大
会
が
、

呉
東
ブ
ロ
ッ
ク
は
立
山
町
「
立

山
町
民
会
館
」、
呉
西
ブ
ロ
ッ
ク

は
射
水
市
「
大
門
総
合
会
館
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
呉
東
か

ら
四
名
、
呉
西
か
ら
三
名
が
そ

れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
。各
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
表
者
は
八
月
二
十
六
日
、

富
山
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
商
工
会
青

年
部
主
張
発
表
県
大
会
に
出
場

す
る
。

　

県
大
会
代
表
者
は
次
の
と
お

り
。　

呉
東
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

・
野
口
大
輔
（
入
善
町
）

・
松
嶋
幸
治
（
立
山
舟
橋
）

・
吉
田
竜
三
（
富
山
市
八
尾
山
田
）

・
長
木
一
徳
（
富
山
市
北
）

呉
西
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

・
串
田
有
弘
（
射
水
市
） 　

・
石
尾
昌
也
（
小
矢
部
市
） 　

・
斉
藤
義
成
（
南
砺
市
）

シ
ル
バ
ー
人
材
の

　
　
活
用
を
要
請

　

県
と
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
、
富
山
労
働
局
が
七
月
十
九

日
、
当
連
合
会
を
訪
れ
、
シ
ル
バ
ー

人
材
の
一
層
の
活
用
な
ど
の
要
請
が

あ
っ
た
。
上
田
県
商
工
労
働
部
次
長

と
中
田
俊
充
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
長
、
北
野
智
勝
富
山
労

働
局
高
齢
者
対
策
担
当
官
か
ら
要
望

書
が
手
渡
さ
れ
、
要
望
書
に
は
、
清

掃
や
植
栽
の
手
入
れ
な
ど
幅
広
い
依

頼
に
応
じ
て
い
る
こ
と
や
公
益
社
団

法
人
へ
の
移
行
を
進
め
て
お
り
、
寄

付
す
る
場
合
に
は
税
制
上
の
優
遇
措

置
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
記
し

て
あ
る
。
上
田
次
長
は
「
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用
と
セ
ン
タ
ー

へ
の
寄
付
制
度
に
つ
い
て
周
知
を
お

願
い
し
た
い
」
と
要
請
。
応
対
し
た

山
本
勇
宰
専
務
理
事
は
会
員
企
業
に

伝
え
る
と
し
た
上
で
「
具
体
的
に
受

け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
を

Ｐ
Ｒ
し
て
欲
し
い
」
と
要
望
し
た
。

商工
春
秋
梅
雨
明
け
後
の

厳
し
い
暑
さ
が

日
々
身
体
に
応
え
る
。
北

陸
地
方
の
今
年
の
梅
雨
明
け
は
、

一
九
五
一
年
の
統
計
開
始
以
来
、

三
位
タ
イ
の
早
さ
で
、
梅
雨
の
期

間
は
二
十
三
日
間
と
過
去
四
番
目

の
短
さ
だ
っ
た
そ
う
だ
。
今
年
は

厳
し
い
暑
さ
が
長
く
続
き
そ
う
だ

が
、
心
配
な
の
が
「
熱
中
症
」
だ

▼
熱
中
症
は
、
高
温
下
で
の
運
動

や
労
働
の
た
め
、
体
温
を
調
整
す

る
機
能
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
い
、

体
温
が
グ
ン
グ
ン
上
昇
し
て
し
ま

う
機
能
障
害
。
炎
天
下
で
は
特
に

注
意
が
必
要
だ
が
、
実
は
、
室
内

で
静
か
に
過
ご
し
て
い
て
も
起
こ

り
得
る
。
二
十
度
以
下
の
部
屋
で

も
蒸
し
暑
い
風
通
し
の
悪
い
部
屋

な
ど
で
は
汗
が
蒸
発
せ
ず
、
体
内

温
度
が
上
が
っ
て
熱
中
症
に
な
る

事
が
あ
る
。
救
急
車
で
救
急
・
救

命
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
る
よ
う
な

重
症
の
熱
中
症
患
者
の
約
六
割
は

室
内
で
症
状
が
起
き
て
い
る
そ
う

だ
。
室
内
に
い
る
か
ら
と
安
心
は

出
来
な
い
▼
震
災
後
の
節
電
対
策

と
し
て
、
エ
ア
コ
ン
の
効
果
的
な

節
電
が
叫
ば
れ
て
お
り
、
今
年
の

夏
は
推
奨
さ
れ
て
い
る
二
十
八
度

よ
り
高
い
設
定
温
度
を
心
掛
け
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
扇
風

機
を
一
緒
に
使
用
し
て
体
感
温
度

を
下
げ
る
工
夫
や
、
通
気
性
の
良

い
服
装
、
こ
ま
め
な
水
分
摂
取
な

ど
に
心
掛
け
、
各
自
で
熱
中
症
対

策
を
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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第13回  商工会女性部全国大会inとやま

「富山キトキト発見市」「富山キトキト発見市」「富山キトキト発見市」
（物産展）

会inとやま

」」」
）

出展者
募集！
出展者
募集！

　当県商工会女性部連合会では、今年富山で開催さ
れる女性部の全国大会時に物産展を企画し全国の女
性部員に対し、『とやまの食』や『とやまの伝統』をアピー
ルするとともに、富山の魅力（キトキト）を全国に発信し
ます。つきましては、出展者を募集いたします。

平成２３年１０月１３日（木）
１１：００～１７：３０

オーバードホール市民ロビー等

来場者約２千２百人

県内の女性部員または女性部
事業所等を中心に約４０事業者

１０，０００円（税込）

出展に関する問い合わせやお申込みは、最寄りの商工会まで。
定数になり次第締め切りますのでお早めにお申し込み下さい。

開 催 規 模

参加事業者

出　展　料

開 催場所

開催日時

 

企
業
名　

㈲
村
製
作
所

 

所
在
地　

射
水
市
西
高
木

 

代
表
者　

村　

謙
次

 

業　

種　

金
属
製
品
製
造

　

同
社
は
、
ダ
イ
カ
ス
ト
用
金
型
な

ど
の
ガ
ス
抜
き
装
置
を
主
力
と
し
て

い
る
が
、
か
ね
て
か
ら
念
願
で
あ
る

自
社
製
品
開
発
の
実
現
と
、
消
費
者

の
日
常
生
活
で
の
不
便
・
不
都
合
を

解
決
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
既

存
の
設
備
や
技
術
を
利
用
し
、
日
用

品
の
ア
イ
デ
ア
商
品
や
介
護
・
福
祉

用
品
を
手
掛
け
る
に
至
っ
た
。

　

ア
イ
デ
ア
商
品
の
第
一
弾
で
あ
る

ス
リ
ッ
ト
入
り
ス
ポ
ン
ジ
は
、
ス

リ
ッ
ト
に
指
を
入
れ
る
こ
と
で
従
来

よ
り
も
軽
い
力
で
握
れ
て
疲
れ
に
く

く
、
ま
た
洗
浄
面
の
歪
み
も
少
な
い

こ
と
か
ら
効
率
良
く
洗
え
る
。
一
般

消
費
者
や
事
業
者
へ
の
試
用
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
改
良
を
重
ね
て
き

た
こ
れ
ら
の
商
品
は
、
特
許
も
取
得

し
て
お
り
、
そ
の
新
規
性
と
商
品
価

値
が
認
め
ら
れ
、
経
営
革
新
計
画
の

認
定
を
受
け
た
。

　

販
路
に
関
し
て
は
、
ギ
フ
ト
販
売

業
者
・
金
融
機
関
な
ど
に
ノ
ベ
ル

テ
ィ
と
し
て
販
売
す
る
一
方
で
、
店

頭
販
売
な
ど
新
た
な
販
路
を
模
索
し

て
い
た
。
そ
こ
で
㈶
新
世
紀
産
業
機

構
が
募
集
す
る
「
販
路
開
拓
マ
ッ
チ

ン
グ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
」
へ
応

募
し
、
見
事
に
採
択
を
受
け
た
。
本

事
業
で
は
、
特
徴
あ
る
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
持
ち
な
が
ら
な
か
な
か
販
路

が
広
が
ら
な
い
中
小
企
業
者
に
対
し

て
、
大
手
商
社
等
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
持
つ
販
路
開
拓
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ら

が
販
路
マ
ッ
チ
ン
グ
相
談
や
商
品
ア

ド
バ
イ
ス
等
の
支
援
を
行
う
。
同
社

も
定
期
的
に
勉
強
会
に
参
加
し
、
有

益
な
助
言
を
受
け
な
が
ら
現
在
は
新

た
な
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

スリット入りスポンジ
（キッチン、洗車、風呂掃除用を

道の駅新湊で販売中）

ボウリングで親睦を深める
女性部

「商工会とやま」
広告掲載企業
募集中

【お問い合わせ・お申し込み先】
富山県商工会連合会　広域指導課
（TEL076-441-2716）

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
夏
野

麗
子
会
長
）
は
、
平
成
二
十
三
年

七
月
十
一
日
、
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド
ボ
ウ

ル
呉
羽
に
お
い
て
商
工
会
女
性
部
対

抗
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し

た
。
女
性
部
連
合
会
の
親
睦
事
業

は
、
例
年
十
一
月
に
開
催
し
て
い
る

が
、
本
年
度
は
十
月
に
商
工
会
女
性

部
全
国
大
会
（
富
山
大
会
）
を
控
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
親
睦
を
深
め
る

目
的
で
前
倒
し
で
実
施
。
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
の
開
催
は
初
め
て
で
あ
り
、

九
十
六
名
（
二
十
四
チ
ー
ム
）
が
参

加
し
た
。
参
加
者
は
心
地
よ
い
汗
を

流
し
、
部
員
間
の
親
睦
を
深
め
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
。

個
人
優
勝  

松
原
真
理
子
さ
ん（
入
善
町
）

団
体
優
勝  

入
善
町
チ
ー
ム

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
親
睦
深
め
る

女
性
部
対
抗
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

商工会
女性部
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▶
七
種
類
の
コ
ー
ス
タ
ー
が
入
っ
た
額

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

　

小
矢
部
市
商
工
会
女
性
部
津
沢
支

部
で
は
、
夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
り
の
土

産
品
と
し
て
法
被
を
模
っ
た
コ
ー
ス

タ
ー
を
企
画
製
作
販
売
し
た
。
毎
年
、

六
月
第
一
金
・
土
曜
の
夜
、
小
矢
部

市
津
沢
地
区
で
は
『
津
沢
夜
高
あ
ん

ど
ん
祭
り
』
が
催
さ
れ
る
。

　

高
さ
七
ｍ
も
の
あ
ん
ど
ん
が
激
し

く
ぶ
つ
か
り
あ
い
、
壊
し
あ
う
「
喧

嘩
夜
高
行
燈
」
が
呼
び
物
と
な
り
、

大
勢
の
観
光
客
で
賑
わ
う
。
し
か
し
、

観
光
客
は
増
え
る
一
方
、
今
ま
で
は

祭
り
に
関
連
し
た
商
品
や
地
域
を
代

表
す
る
土
産
品
が
殆
ど
無
か
っ
た
。

そ
こ
で
何
か
お
土
産
に
な
る
も
の
は

な
い
か
と
女
性
部
部
員
が
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、
平
成
十
七
年
か
ら
ミ

ニ
田
楽
行
燈
や
拍
子
木
、
ス
ト
ラ
ッ

プ
等
手
作
り
の
土
産
品
を
製
作
し
て

き
た
。
今
年
度
は
新
た
に
若
衆
が
身

に
ま
と
う
法
被
に
着
目
し
、
ミ
ニ
法

被
を
コ
ー
ス
タ
ー
と
し
て
企
画
し
た
。

ぶ
つ
か
り
合
い
を
行
う
大
行
燈
七
町

内
の
法
被
を
模
り
、
小
さ
い
な
が
ら

も
特
徴
的
な
文
様
や
町
名
を
示
す
文

字
が
前
面
、
背
面
と
も
に
再
現
さ
れ

て
い
る
。
手
作
り
に
こ
だ
わ
り
、
四

月
中
旬
か
ら
毎
晩
遅
く
ま
で
商
工
会

館
で
製
作
が
行
わ
れ
た
。
当
初
は

三
〇
〇
枚
の
予
定
で
ス
タ
ー
ト
し
た

が
注
文
が
相
次
ぎ
、
祭
り
ま
で
に
は

計
六
〇
〇
枚
を
完
成
さ
せ
た
も
の
の

全
て
完
売
す
る
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

　

コ
ー
ス
タ
ー
と
し
て
販
売
し
た
商

品
だ
っ
た
が
、
七
種
類
を
見
て
い
た

だ
く
為
に
額
に
入
れ
て
展
示
し
た
と

こ
ろ
、
額
と
も
に
飾
り
た
い
と
予
約

さ
れ
る
方
が
多
く
、
民
芸
品
と
し
て

の
商
品
価
値
も
加
わ
っ
た
。
ま
た
、

拍
子
木
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
と
も
に
装
飾

品
と
し
て
身
に
つ
け
る
方
や
、
手
芸

を
趣
味
と
さ
れ
る
方
か
ら
は
布
の
ま

ま
で
キ
ッ
ト
と
し
て
販
売
し
て
も
ら

え
な
い
か
と
の
声
も
あ
り
、
い
ろ
い

ろ
な
商
品
の
形
に
変
化
し
て
い
る
。

　

道
の
駅
メ
ル
ヘ
ン
お
や
べ
内
の
土

産
物
店
「
元
気
お
や
べ
」
で
も
販
売

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
市
の

土
産
物
と
し
て
他
の
観
光
施
設
で
の

販
売
を
と
の
提
案
も
あ
り
、
徐
々
に

販
売
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
し
か

し
、
女
性
部
員
十
六
名
で
の
手
作
り

と
い
う
生
産
体
制
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

勇
壮
な
「
津
沢
夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
」

は
地
域
を
代
表
す
る
観
光
資
源
で
あ

り
、
多
く
の
来
訪
者
に
お
土
産
物
を

購
入
し
て
も
ら
え
る
好
機
で
も
あ

る
。
こ
の
活
動
が
火
種
と
な
り
、
地

元
企
業
か
ら
新
商
品
、
特
産
品
が
生

ま
れ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
る
。

　

今
後
は
デ
ザ
イ
ン
や
ネ
ー
ミ
ン
グ

等
専
門
家
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
き
、

商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
又
新

商
品
の
開
発
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

今
回
の
商
品
製
作
に
当
り
購
入
さ

れ
た
方
々
の
喜
び
の
顔
を
見
る
と
、

や
っ
て
良
か
っ
た
と
い
う
充
実
感
と

部
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
に
も
な
っ
た
。

　

女
性
部
活
動
と
し
て
商
品
開
発
だ

け
で
な
く
、
更
な
る
地
域
起
こ
し
の

一
環
と
し
て
女
性
の
感
性
を
ふ
る
に

活
か
し
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

女
性
の
感
性
を
生
か
し
た「
観
光
土
産
品
」

　
　
　
　
　
　
　
　
開
発
へ
の
取
り
組
み

 
地
域
資
源
活
用
事
例

オーバードホール●

タワー111●

KNB●

●北陸電力 ●富山年金事務所
アーバンプレイス

●

●ボルファートとやま

とやま自遊館●
富山市総合体育館●

いたち川

●富山駅西ビル 至高岡 至魚津
富山駅

協会けんぽ
富山支部

出張窓口廃止のお知らせ

協会けんぽ富山支部移転統合 

出張窓口廃止のお知らせ

協会けんぽ富山支部移転統合 

出張窓口廃止のお知らせ

協会けんぽ富山支部移転統合 
及び及び

移転統合は平成23年9月26日（月）
年金事務所内の出張窓口廃止は
富　　　山：平成23年9月22日（木）
魚津・砺波：平成23年9月30日（金）

　全国健康保険協会富山支部は、事務
処理の効率化や経費削減を目的として、
移転統合のうえ平成23年9月26日（月）
より下記にて業務を開始いたします。
　富山年金事務所内の協会けんぽ出張
窓口は平成23年9月22日（木）をもっ
て、魚津・砺波年金事務所内の協会けん
ぽ出張窓口は平成23年9月30日（金）
をもって廃止といたします。加入者の皆
さまにはご不便をおかけいたしますが、
ご理解をお願いいたします。

＜移転後の住所＞
〒930-8561 富山市奥田新町８－１ ボルファートとやま6階
協会けんぽ富山支部　☎076-431-6155
（移転後の電話番号は今までと変更ありません）

小
矢
部
市
商
工
会
女
性
部
津
沢
支
部

コースターを製作する女性部員
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
全
国
商
工
会
連
合
会
が
毎
月
発
刊
す
る
、
地

域
を
結
ぶ
総
合
情
報
誌　

月
刊
「
商
工
会
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
記
事
を
抜
粋
し
ま
し
た
。（
No.
７
よ
り
）

仮
設
商
店
街
を
開
設
し
、
復

興
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
。

　

津
波
の
被
害
が
深
刻
だ
っ
た
陸

中
海
岸
の
真
ん
中
に
位
置
す
る
山

田
町
（
岩
手
県
）
で
、
よ
う
や
く

復
興
へ
の
営
み
が
始
ま
っ
た
。

　

山
田
町
商
工
会
は
、
商
工
会
館

前
の
公
園
に
大
型
テ
ン
ト
を
使
っ

た
仮
設
の
共
同
店
舗
「
な
か
よ
し

公
園
商
店
街
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

た
。「
新
し
い
山
田
町
を
つ
く
る
た

め
の
第
一
歩
を
よ
う
や
く
踏
み
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
阿
部

幸
栄
会
長
は
感
慨
深
げ
に
語
っ
た
。

　

ま
た
、
阿
部
会
長
は
「
連
日
商

工
会
に
は
相
談
で
多
く
の
人
が
訪

れ
ま
す
。
商
工
会
が
事
業
所
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
」
と
し

み
じ
み
と
話
し
て
い
る
。

相
次
ぐ
地
震
に
く
じ
け
ず

酒
造
り
を
復
活

　

宮
城
県
大
崎
市
の
株
式
会
社
一

の
蔵
は
、
三
月
十
一
日
の
東
日
本

大
震
災
で
震
度
六
強
の
地
震
に
見

舞
わ
れ
、
本
社
蔵
は
大
き
な
被
害

を
受
け
た
。

　

地
震
に
よ
る
破
損
商
品
は

一
万
七
千
本
に
も
の
ぼ
っ
た
。
酒

造
り
が
再
開
さ
れ
た
の
は
、
本
震

か
ら
三
十
八
日
目
の
四
月
十
八
日
。

一
の
蔵
で
は
毎
年
防
災
訓
練
を

行
っ
て
い
た
こ
と
や
、
昨
年
か
ら

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
作

成
を
進
め
て
い
た
こ
と
が
、
早
い

事
業
の
再
開
に
繋
が
っ
た
。
ま
た
、

破
損
し
た
設
備
が
多
い
中
、
原
酒

の
貯
蔵
タ
ン
ク
が
無
事
だ
っ
た
こ

と
な
ど
も
そ
の
要
因
で
あ
っ
た
。

　

一
の
蔵
で
は
、
豊
富
な
地
下
水

で
酒
を
醸
し
て
き
た
が
、
停
電
に

よ
っ
て
汲
み
上
げ
作
業
が
不
可
能

に
。
貯
蔵
し
て
い
た
タ
ン
ク
の
水

の
ほ
か
、
社
員
が
自
宅
の
井
戸
水

を
持
ち
寄
る
な
ど
全
社
一
丸
と

な
っ
て
事
業
再
開
に
こ
ぎ
付
け
た

こ
と
を
、
松
本
社
長
は
「
誇
り
に

思
う
」
と
話
す
。

　

四
月
当
初
は
全
国
的
に
自
粛
が

叫
ば
れ
た
が
、「
東
北
の
商
品
を

買
っ
て
復
興
を
支
援
し
よ
う
」
と

い
う
動
き
が
広
ま
っ
た
こ
と
で
、

当
初
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
減
産
体
制

を
予
定
し
て
い
た
製
造
ラ
イ
ン
も
、

現
在
は
フ
ル
稼
働
し
て
い
る
。

　

行
動
す
る
青
年
部
・
女
性
部

　

今
回
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
幸
田

町
商
工
会
青
年
部
（
愛
知
県
）
の

あ
る
幸
田
町
は
、
温
暖
な
気
候
と

豊
か
な
土
壌
を
活
か
し
て
、
筆
柿

や
イ
チ
ゴ
な
ど
が
多
く
栽
培
さ
れ
、

特
に
筆
柿
は
全
国
シ
ェ
ア
九
十
五

パ
ー
セ
ン
ト
の
シ
ェ
ア
が
あ
り
、

日
本
一
で
あ
っ
た
が
、
筆
柿
を
活

用
し
た
特
徴
的
な
加
工
品
等
は
な

く
、
多
く
は
そ
の
ま
ま
食
べ
る
生

食
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
当
時
の
青
年
部
長
・

都
築
数
明
氏
が
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ

せ
て
、
筆
柿
を
入
れ
た
ど
て
煮
を

作
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
試
食
さ
れ

た
方
々
の
評
判
が
よ
く
、
ま
た
、

青
年
部
員
か
ら
も
「
ど
て
煮
だ
け

で
な
く
、
他
の
料
理
に
も
筆
柿
を

利
用
で
き
な
い
か
」
と
の
意
見
も

上
が
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
二
十
二
年
度
の

青
年
部
事
業
と
し
て
、
提
案
公
募

型
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業
助
成

金
を
受
け
、筆
柿
グ
ル
メ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
町
内
外
か
ら

筆
柿
を
活
用
し
た
レ
シ
ピ
を
募
集

し
た
結
果
、二
百
九
の
応
募
が
あ
っ

た
。

　

今
後
、
青
年
部
は
、
町
内
で
筆

柿
料
理
を
食
べ
ら
れ
る
場
所
を
作

り
出
し
て
い
き
、
農
商
工
連
携
で

筆
柿
の
消
費
を
拡
大
さ
せ
て
い
く

と
と
も
に
、
新
グ
ル
メ
を
定
着
さ

せ
て
幸
田
町
の
活
性
化
と
商
工
業

発
展
を
促
す
こ
と
を
最
終
目
標
と

し
て
い
る
。

ニ
ッ
ポ
ン
の
も
の
づ
く
り
百
景

　

岐
阜
県
に
あ
る
水
栓
バ
ル
ブ
な

ど
水
道
設
備
の
部
品
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
株
式
会
社
田
中
金
属
製
作
所

（
田
中
和
広
社
長
）
は
、
自
社
ブ
ラ

ン
ド
製
品
で
あ
る
節
水
シ
ャ
ワ
ー

ヘ
ッ
ド
を
開
発
、
下
請
け
か
ら
の

脱
却
を
図
っ
て
い
る
。
節
水
シ
ャ

ワ
ー
の
コ
ア
技
術
で
あ
る
超
微
細

泡
（
ナ
ノ
バ
ブ
ル
）
は
、
洗
浄
力

や
殺
菌
力
に
優
れ
る
と
と
も
に
、

大
豆
モ
ヤ
シ
な
ど
の
成
長
を
促
進

す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
ナ

ノ
バ
ブ
ル
装
置
を
医
療
や
農
業
・

園
芸
、
住
設
関
連
等
の
メ
ー
カ
ー

に
売
り
込
み
、
水
栓
部
品
な
ど
の

加
工
、
節
水
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
に

次
ぐ
新
た
な
柱
に
育
て
て
い
く
」

方
針
。
ま
た
、節
水
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ

ド
に
つ
い
て
は
、
中
国
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
な
ど
か
ら
引
き
合
い
が

き
て
お
り
、
今
後
海
外
展
開
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
。

注
目　

地
域
ブ
ラ
ン
ド

　

醤
油
ベ
ー
ス
の
鶏
や
豚
の
出
汁

で
ご
ぼ
う
、
き
の
こ
、
ネ
ギ
な
ど

の
具
材
と
一
緒
に
、
せ
ん
べ
い
を

割
り
い
れ
て
煮
込
む
。
な
ん
と
も

不
思
議
な
鍋
料
理
が
大
ブ
ー
ム
に

な
っ
て
い
る
。
Ｂ
級
グ
ル
メ
ブ
ー

ム
の
生
み
の
親
と
も
言
え
る
の
が

八
戸
せ
ん
べ
い
汁
。

　

こ
の
八
戸
せ
ん
べ
い
汁
は
、
か

つ
て
地
元
以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
木
村
聡

氏
の
努
力
で
全
国
区
の
知
名
度
と

な
っ
た
。

　

木
村
氏
は
、
平
成
十
五
年
に
地

元
有
志
と
「
八
戸
せ
ん
べ
い
汁
研

究
所
」
を
設
立
し
、
せ
ん
べ
い
汁

を
使
っ
た
ま
ち
お
こ
し
に
本
格
的

に
取
り
組
ん
だ
。
Ｃ
Ｄ
の
発
売
、

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
制
作
、
大
鍋
「
ま
汁

ガ
ー
Ｚ
」
な
ど
の
話
題
づ
く
り
が

功
を
奏
し
て
、
せ
ん
べ
い
汁
の
人

気
は
徐
々
に
高
ま
っ
て
き
た
。

　

一
方
、「
Ｂ
｜
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

の
記
念
す
べ
き
一
回
目
の
大
会
を

八
戸
で
開
催
、
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル

メ
の
ブ
ー
ム
は
、
今
で
は
と
ど
ま

る
と
こ
ろ
知
ら
な
い
。

　

木
村
氏
は
「
重
要
な
の
は
、
順

位
で
も
利
益
で
も
な
い
。
い
か
に

八
戸
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
。
よ

り
多
く
の
人
に
八
戸
へ
行
っ
て
み

た
い
と
思
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
」

と
言
い
切
る
。
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県や商工会は、国等の関係機関と連携して、地域資源活用や農商工連携による中小企業者等の新商品・新サービス開発等を強力にバックアップします。県や商工会は 国等の関係機関と連携して 地域資源活用や農商工連携による中小企業者等の新商品 新サ ビス開発等を強力にバックアップします

　事業計画の策定から、商品開発、市場
調査、販路開拓、マッチングパートナー
の相談まで、総合的に支援しますので、
お近くの機関にご相談ください。

　中小企業者が、とやまならではの地域資源（産
地の技術、農林水産物、観光資源）を活用して行
う新商品・新サービス開発等

地域資源活用への支援 農商工連携への支援
　中小企業者と農林漁業者が連携し、双方の経営
資源を有効に活用して行う新商品・新サービス開
発等

中小企業地域資源活用促進法（H19年6月施行）
に基づく認定事業への支援
　・補助金
　　　補助率　2/3
　　　上　限　30,000千円
　　　期　間　最長5年
　・政府系金融機関による低利融資

農商工等連携促進法（H20年7月施行）に基づく
認定事業への支援
　・補助金
　　　補助率　2/3
　　　上　限　30,000千円
　　　期　間　最長5年
　・政府系金融機関による低利融資

・地域資源ファンド（20億円）による助成
　　　助成率　1/2
　　　上　限　6,000千円
　　　期　間　最長3年

・県融資制度における融資

・農商工連携ファンド（30億円）による助成
　　　助成率　1/2
　　　上　限　6,000千円
　　　期　間　最長3年

・県融資制度における融資

・冷凍ます寿し
・防虫・抗菌・消臭機能等を兼ね備えた犬用衣料
・黒部川扇状地湧水をベースにした、「名水サイ
ダー」ブランドの確立　等

・高機能ハトムギエキスを加えた新しい健康飲料
　「透白美人」
・県産酒米「富の香」を使用した無濾過生原酒
・山田地区特産柿酢入り加工商品の開発　等

（財）富山県新世紀産業機構にて年2回（春・秋）募集（第2回の締切は9/12【月】）

支援
対象

国の
支援

県の
支援

取組み
事例

お問い
合わせ先

■財団法人富山県新世紀産業機構
〒930-0866 富山市高田527 TEL076-444-5605
■富山県商工労働部経営支援課
〒930-8501 富山市新総曲輪1－7 TEL076-444-3249
■地元商工会

商
工
会
長
視
察
研
修
開
催

　
七
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
商
工
会
長
視
察
研
修
が

実
施
さ
れ
た
。
今
回
は
高
知
県
と
愛
媛
県
の
各
商
工
会
地
域
の
地
域
活
性

化
策
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

　

高
知
県
で
は
、
昔
な
が
ら
の
伝
統

製
法
を
守
る
鰹
節
工
場
を
視
察
後
、

土
佐
市
商
工
会
を
訪
問
。
大
綱
ま
つ

り
に
よ
る
地
域
お
こ
し
活
動
に
つ
い

て
研
修
。
ま
た
、「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ

ラ
ン
ド
」
の
採
択
を
受
け
て
い
る
土

佐
打
刃
物
の
製
造
現
場
を
視
察
し

た
。
南
国
市
商
工
会
で

は
全
国
展
開
支
援
事
業

「
シ
ャ
モ
鍋
合
戦
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
し
て

話
を
伺
っ
た
。

　

愛
媛
県
で
は
、
江
戸

時
代
か
ら
木
蝋
と
和
紙

に
よ
っ
て
栄
え
た
内
子

町
を
訪
問
。
当
時
の
面

影
を
残
し
た
内
子
座
や

「
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
」
を
視
察

し
、
景
観
と
保
存
の
管

理
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

内
子
町
商
工
会
で
は

「
Ｊ
ａ
・
Ｇ
ｕ
ｅ
・
Ｎ

ａ
（
ジ
ャ
ゲ
ナ
）
和
紙

を
使
っ
た
生
活
空
間
の

提
案
」
で
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

土佐打刃物製造現場

Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
」
と
「
地
域
資
源
∞
全

国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
採
択
を

受
け
て
い
る
。
そ
の
取
り
組
み
に
関

し
て
研
修
し
た
。
し
ま
な
み
商
工
会

宮
窪
本
所
で
は
、
し
ま
な
み
海
道
を

基
軸
と
し
た
観
光
振
興
策
に
つ
い
て

視
察
し
た
。
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第18回大沢野花火大会

おわら風の盆

軽トラ市

ふれあい青空市「やまだの案山子」

なりひら風の市

風の盆ステ－ジ

商工まつり

第61回城端むぎや祭

第３回牛岳トレイルマラソン

市姫さんど

五箇山麦屋まつり

つくりもんまつり

第28回中田かかし祭

こきりこ祭り

旧北陸道ア－トｉｎ小杉

庄川演芸会

8／20（土）

９／１（木）～３（土）

9／3（土）

９月 土曜・日曜・祝日

９／１0（土）

９／１0（土）・２4（土）

９／１0（土）

９／１7（土）～19（月）

９／１8（日）

９／１8（日）

９／２３（祝）～２４（土）

９／２３（祝）～２４（土）

９／２３（祝）～２5（日）

９／２５（日）～２６（月）

９／２4（土）～２5（日）

9／25（日）

富山市南商工会大沢野支部センター

おわら風の盆行事運営委員会

立山舟橋商工会

ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会
　　　　　（富山市山田地区）

なりひら風の市実行委員会
　（富山市八尾山田商工会内）

越中八尾観光協会

富山市八尾山田商工会

南砺市商工会城端事務所

富山市八尾山田商工会

上市町商工会

五箇山観光案内所

福岡町つくりもんまつり実行委員会

中田かかし祭実行委員会

五箇山観光案内所

旧北陸道ア－トｉｎ小杉実行委員会

庄川町商工会

076-467-1963

076-454-3117

076-463-1221

076-457-2333

076-455-3181

076-454-5138

076-455-3181

0763-62-2163

076-455-3181

076-472-0716

0763-66-2468

0766-64-3088

0766-36-1135

0763-66-2468

0766-55-0045

0763-82-1155

イベント名 開 催 日 お問合せ先

９月月各地の

人 材 の 確 保・従 業 員 の 再 就 職 を お 手 伝 い！
事業の拡大・欠員補充等による人員確保を行いたいとき 事業の整理・縮小等に伴い、人員削減せざるを得ないとき

〒930-0857　富山市奥田新町８－１ ボルファートとやま１０Ｆ
■ご利用時間■９：００～１７：００  （土・日・祝日は休み）

インターネットで最新の人材情報をどうぞ
http://www.sangyokoyo.or.jp/

TEL ０７６－４４２－６９００
FAX ０７６－４３９－２８６０

そんなとき、お気軽にご相談ください 。

産業雇用安定センター財団
法人

since １９８７　　出向・移籍（転籍）の専門機関

首
都
圏
に
向
け
た
販
路
開
拓
を
継
ぎ
目
無
く
支
援
し
ま
す
！

　

富
山
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、

県
内
食
品
関
連
事
業
者
等
の
、
特

に
首
都
圏
で
の
販
路
開
拓
と
特
産

品
開
発
等
に
向
け
て
、
商
談
会
事

前
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
事
後
の
商
品
改

良
等
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ま
で
支

援
す
る
「
と
や
ま
の
食
マ
ッ
チ
ン

グ
懇
談
会
」事
業
を
開
催
し
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
・
商
談
会
の
お
申
込

期
限
は
八
月
十
九
日
（
金
）
迄
。

※
商
談
会
申
込
を
希
望
さ
れ
る
場

合
、
九
月
二
十
九
日
セ
ミ
ナ
ー
を

受
講
頂
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
「
と
や
ま
の
食
　
マ
ッ
チ
ン

グ
懇
談
会 

　
～
商
談
会
を
成
功

に
導
く
事
前
セ
ミ
ナ
ー
～
」

　

商
談
会
で
は
、
バ
イ
ヤ
ー
に
ど

の
様
に
接
し
、
ど
の
様
な
情
報
を

提
供
す
れ
ば
良
い
の
か
等
、
プ
レ

ゼ
ン
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

（
日
時
）
九
月
二
十
九
日
（
木
）

（
場
所
）
富
山
県
中
小
企
業
研
修

セ
ン
タ
ー

（
講
師
）㈳
新
日
本
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
協
会

②
「
と
や
ま
の
食
　
マ
ッ
チ
ン

グ
懇
談
会 

　
～
販
路
拡
大
の
た

め
の
商
談
会
～
」

（
日
時
）
十
一
月
十
八
日
（
金
）

（
場
所
）
名
鉄
ト
ヤ
マ
ホ
テ
ル

（
定
員
）
県
内
食
品
製
造
小
売
業

二
十
五
事
業
者
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
）

○
首
都
圏
を
拠
点
と
し
た
流
通
バ

イ
ヤ
ー
六
～
八
社
を
招
聘
予
定
。

（
昨
年
実
績
）
㈱
紀
ノ
国
屋
、
㈱

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、㈱
フ
ァ
ミ
マ・

ド
ッ
ト
・
コ
ム
、
㈱
大
寿
、
㈱
京

北
ス
ー
パ
ー
㈱
ア
ド
バ
ン
ス
ク
リ

ヤ
マ
、
㈱
ダ
イ
マ
ス
、
㈱
石
原

○
個
別
面
談
方
式
。（
一
企
業
、

一
商
談
あ
た
り
二
十
分
×
二
～
三

バ
イ
ヤ
ー
予
定
）

○
事
務
局
に
て
商
談
相
手
先
の
組

み
合
わ
せ
を
行
な
い
ま
す
。

○
商
談
会
後
に
、
バ
イ
ヤ
ー
に
よ

る
商
品
評
価
内
容
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
ま
す
。

③
「
と
や
ま
の
食
　
マ
ッ
チ
ン

グ
懇
談
会 

　
～
商
談
会
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
相
談
会
～
」

販
路
開
拓
の
課
題
解
決
に
向
け
た

事
後
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

（
日
時
）
二
十
四
年
一
月
中
旬
予
定

（
場
所
）
富
山
県
中
小
企
業
研
修

セ
ン
タ
ー

【
お
申
込
・
お
問
合
先
】
富
山
県

商
工
会
連
合
会　

広
域
指
導
課

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
七
六
｜
四
四
一
｜
二
七
一
六
）

参加事業者募集


